
利用者さんに声をかけてよく折り紙をします。手先を動かすのはお好きかな？とか、手や
認知の機能や状態をみたりしながら、一緒に鶴や花を折って。折り紙はいろいろ使います

が、盛川久子さんの誕生日につくったバースデーカードを「これはもう私の財産です」と言って
もらえて、すごくうれしかった。介護の仕事は、環境に働きかけていくところがおもしろいし、

ショートステイは人の出入りも多くて自分に合ってるような気がします。でも入職2年目になって

落ち込むことも増えました。特に認知症の人のケアやコミュニケーションがうまくいかないとき、

つらそうなご本人を前に、どうしよう！できない！わからない！で終わってしまう自分の経験のなさ

に落ち込む……。周りにフォローしてもらうことが多いので、がんばれ！自分！という感じです。

今年、社会福祉士の資格を取りました。去年も大学卒業前に受けたけど落ちちゃって……
軽音楽部でロックバンドをやっていて、そっちに夢中であまり勉強してなかった（笑）。私は
ボーカルとギター。メンバー全員が同じ心理学科だったので‘psychology’をもじって

「psycholo」（さいころ）というバンド名にして。ちょっとダサいですよね（笑）。

働き始めてからシェアハウスに引っ越しました。エステティシャンやイラストレーター、タク
シードライバーなどいろんな業種の人が住んでておもしろいですよ。近所のお風呂屋さんに

行けば地元のおばちゃんが話しかけてくれたりして、毎日だれかしらと会ってますね。部屋に

戻ったらお香を焚いて過ごします。古着屋さんの匂いが好きで、最近のブームは「ガネー
シャ」という香りです。
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夏は海辺へ冬は雪山へ
自分が“楽しい”が一番の芯

「遊びごころのある共生社会」に
向けて中期経営計画を策定

山田七海さん（23歳）は、2017年4月に短大で介護福祉士の

資格を取り「杜の家なりた」の特別養護老人ホームで介護の仕事を

始めた。介護に興味を持ったきっかけを尋ねると「両親が共働き

だったんで、同居のおじいちゃん、おばあちゃんと一緒にいる時間

が長かった。それで自然と高齢者と接するのが好きになった」との

こと。今も「好きなんですよね、この仕事が。今日は、普段、車イス

をご自分で動かすことのない Iさんが、ちょっと促してみたらやって

みようとされていて。その姿を見ただけで、あー私も頑張ろうって、

うれしくなる」と話す。日常の利用者さんとのかかわりの中に、

小さなうれしさを感じ続けている。

４年目になる今年8月からはユニットのサブリーダーを担う。介護

を好きでいられるのは「仕事のことでも、どうでもいいことでも何で

も話せる仲間が職場にいるってことが大きい」から。これからはその

仲間たちに対し「みんなの意見を引き出したい。そのために、まず

相手の考えを聴きたい。みんなの意見を聴いて、それをまとめられ

るようになりたい」と思っている。最近、介護福祉士の先輩と話し

ていて、あらためて気づいたことがある。「ケアプランに沿ってケア

をして、ご本人ができたかできないかっていう評価をしていたんだけ

ど、できたとしてもご本人がそれを楽しめていなければ意味がないって

いう視点が薄かった。先輩に言われてみて、あーそうだったなぁ、と」。

夏は海辺を散歩し、冬は雪山へスノボに出かける。「利用者さん

の一番いい状態を目指すために、自分も楽しいというのが、私の一番

の芯。だから他の人にも楽しんでほしい」と願う。「家族や友だちか

ら、介護の仕事は大変だろうと気遣ってもらうことが多いけど、私

は楽しいからやっている。それを知ってほしい」。山田さんが発する

“楽しさ”は、利用者さんからご家族へ、チームのメンバーへと着実

に拡がっている。

P H I L O S O P H Y W O R K E R

福祉楽団では、2020年度からの5年間の中期経営計画を策定し

公表しました。「自立的で創造的な人々の交わりと遊びごころのある

共生社会を実現する」ことを目標に掲げています。「自立的」という

言葉には「産業化」に対する警鐘と、生きていくために必要な諸活動

を地域社会で取り組んでいくという意味をこめています。そして前例

や既存の概念にとらわれず「創造的」な実践をし、いろんな人がいて、

ちょっと楽しい「遊びごころのある共生社会」を実現していく計画です。

福祉実践の方針としては、介護、看護の科学的な実践と福祉臨

床を活用した研究にも力を入れていくこと。相談支援は、長期的な

伴走をしていくこと。そして、日々変化する社会情勢に柔軟に対応し

ていく新しい福祉や施設のあり方を考え、検討や提案を続けていき

ます。人材マネジメントの方針は、国籍や宗教、性的指向など多様

な職員を前提にし、職員が互いに尊敬し、楽しく仕事ができるような

環境整備をすすめていきます。職員の学ぶ機会の保障と、「やりたい

こと」を支えていく仕組みをつくっていきます。そして、安定した経営

のための方針として、財務状況を継続してモニタリングしていくこと。

2019年の台風災害や新型コロナウイルス感染症など従来の想定を

超えた危機対応を迫られていることから、障害分野の就労支援事業

など不安定要素の高い事業に対しては新規投資を凍結することと

しました。また、制度のスキマを埋めていくような福祉実践を広げて

いくため「スキマ基金」の広報や啓発を積極的に行っていきます。

福祉楽団への寄付が「寄付金控除」だけではなく「税額控除」の

対象にもなるように、2021年に認定を受ける計画で準備しています。

中期経営計画は『アニュアルレポート2020』に掲載しているほか、

福祉楽団のホームページからもご覧いただけます。

text : UENO Kojitext : IIDA Daisuke

ななみ



ている。2020年7月末に100マイルを達成した。年に４回実施され

る「グッドジョブカード」でのマイル獲得が多く、1回で4～5枚を

もらうこともあった。「このご時世では海外旅行には行けないです

が、奥さんと行ける日を楽しみにしています」と笑みがこぼれる。

菊地和也さんは「杜の家なりた」で働くケアサービスワーカーだ。

2017年1月に100マイルをすでに達成し、その翌月にはスペイン旅行

を満喫している。「ふだんの頑張りが認められたようでうれしかった。

スペイン料理はパエリアとジェ

ラートが美味しかったです」

と当時を振り返る。

「グッドジョブカード」は、

職員同士の承認機会をさら

に増やすため、制度の改善

を検討しています。ガクダン

マイルで、ちょっと楽しく職

員が育つ環境づくりをすすめ

ています。

100マイル達成者（50音順）
菊地和也さん、斉藤孝徳さん、佐々木久俊さん、武多和進弥さん、
綱川文恵さん、常田和恵さん、山﨑宣栄さん

飯島喜子さん（61歳）が「栗源第一薪炭供給所（通称：1K）」に通

い始めてから1年3か月が経つ。今回は飯島さんご本人と、お姉さん

の西島喜美子さんに話を聞いた。

喜子さんは今までゴルフ場の厨房や養鶏場などで働いてきたが、

職場内のいざこざからなかなか長く続けられる場所がなかった。

「本人は一生懸命やっていても、周りに理解してもらえなかったので

は」という。家にいることが多かったが、「やっぱり働きたい」という

思いが募り、役場や「香取CCC」のかかわりを経て１Kを利用するよ

うになった。

「本当は慣れた洗い

場の仕事が良かったん

だけどね。１Kの見学と

体験をした時に、社長

さんから『気に入って

いただけましたか』と

C L I E N T

B E N E F I T S

text : HARADA Takayuki

text : YAMANE Masanori

聞かれ、とっさに『はい』と答え

ちゃったし（笑）。やってみよう

かな」と。現在は施設内の掃

除や薪割り、畑の草取りを担

当している。「今の好きな仕事

は草取り。スイカを植えている

ところの草がぼうぼうで……。

言ってくれればやりますよ」と頼もしい言葉をもらえた。

最後に「（喜子さんが）『自分で稼いだお金で生活できるから大丈夫

だよ』といつか言ってほしい気持ちはあるけど、いまはとにかく病気を

せずに、長く通い続けてほしい」という喜美子さんの想いを聞いた。

これからも、外で汗水流して働く楽しさを感じてもらいながら、本人

のやりたいことやできることに合わせて支援の形を変えながら、長く

働けるような仕組みを考えていきたい。

き み こ

の ぶ こ

飯島喜子さんのご家族インタビューから1Kの役割を考える

「ガクダンマイル」100マイル達成！

職員報奨制度の１つである「ガクダンマイレージ制度」は、職員の

やる気や仕事の質を高めるために、2011年4月からスタートした。

「頑張っている」「いい仕事をしている」と思った点を職員同士で承認

し合う「グッドジョブカード」をもらったときや、法人内Off-JTに

参加したとき、１事業年度を皆勤したときなどに、「ガクダンマイル」

がもらえる。「ガクダンマイル」を100マイル貯めると10万円相当の

旅行に行けるほか、特別休暇（有給）が１日付与される制度だ。

今回は、実際に100マイルを達成した職員に話を聞いた。

武多和進弥さんは入職して9年目になるケアサービスワーカーで、

現在は「杜の家くりもと」のグループホームの相談援助業務を兼務し

た け た わ



犬飼桃子さん

悩むことはありながらもケアの仕事を楽しみ、シェアハウスに住ん

で本を読んだりギターを弾いたり、趣味も楽しむ犬飼さん。写真は

「東京事変」を熱唱しているライブのワンシーン。いつもだいたい

笑顔なので、そのギャップがカッコいいです。仕事をしながら「社会

福祉士」の資格も取ったし、いずれは「介護福祉士」も……！？

仕事も遊びも、ロックな活躍を期待しています！
text : HARADA Takayuki
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新型コロナウイルス感染症によって会えない日が続いています。
パソコン（オンライン）による会話がしたいです。

※掲載しているご意見の内容は個人情報の保護の観点から編集をしています。

C O V E R  S T O R Y
杜の家やしお 

生活支援課 ケアサービスワーカー

ご利用者やご家族などからハガキやメールなどで
寄せられた「声」に対して、職員がお答えします。

V O I C E

ご
意
見

面会について

TOPICS

生活困窮や住居確保に関する相談が増加しているため、
「香取ＣＣＣ」では相談員を１名増員して対応しています。
これらの活動について、「レディーフォー」の「拡大防止活動
基金」から助成を受けました。

01 新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う
生活相談体制の拡充について

●介護福祉士
・安加賀昭子さん
・榎本真美さん
・櫻井みどりさん
・須賀達也さん
・土谷あすかさん
・松森真理子さん
・水町奈穂子さん
・三宅慶さん
・安田彩子さん
・横田佳祐さん

●社会福祉士
・赤荻菜摘さん
・犬飼桃子さん
・伊藤乃野香さん
・岩田直樹さん
・奥住比沙子さん
・本多理恵さん
・谷澤悠人さん

●保育士
・安部明子さん

合格おめでとう！（50音順）

2019年の台風災害で故障した大型自家発電機は発電機本
体の入荷に時間がかかっていることから、完全復旧は2021
年2月ごろになる見込みです。現在は、仮設の発電機を設
置しており、停電時は手動で切り替えることで対応します。

04 大型自家発電機の完全復旧は
2021年2月ごろの見込み

03 災害用ＭＣＡ無線の主要拠点への
整備が完了しました

7月16日に「杜の家なりた」への設置が完了し、主要な
拠点間の無線通信が可能になりました。昨年の台風災害
からの教訓をふまえ、整備をすすめていたものです。

02 冷凍ジャガイモの製造と出荷を開始

「栗源第一薪炭供給所」の「農福連携」事業について、4月
1日からジャムやペーストの製造を開始しています。じゃがいも
を蒸して冷凍にし、東京・下北沢の「恋する豚研究所 コロッ
ケカフェ」に出荷し、コロッケの原料として使用されています。

新・杜の家なりた 施設長 安部明子（旧・杜の家やしお 施設長）

新・杜の家やしお 施設長 石間太朗（旧・地域ケアよしかわ 事業部長）

新・地域ケアよしかわ 事業部長 中村麻里（旧・杜の家なりた 部長）

新・杜の家なりた 副施設長 上野興治（旧・杜の家なりた 施設長）

06 人事異動のお知らせ（2020年10月1日付）

05

感染症対策にあたり、ご理解とご協力を頂きありがとうございます。
私たちにできることは、最善のケアを考え、その人らしい生活を
支えることです。引き続き、日々のケアに取り組んでいきます。

お
答
え
し
ま
す

日頃から、スタッフの皆様には感謝しております。
この大変な時期にも、お心遣いありがとうございます。

ご
意
見

スタッフについて

山田 翔太
杜の家やしお
施設福祉サービス部 部長

面会の制限について、心苦しく思います。現在、パソコンやスマー
トフォンでのオンライン面会が可能です。人数や時間に制限はあり
ますが、直接の面会も行えます。お気軽にご相談ください。

お
答
え
し
ま
す

渡邊 未希
杜の家くりもと
施設福祉サービス部 生活支援課 課長



NEW MEMBER

福祉楽団に
 新しい仲間が増えました！

神奈川県
神奈川県立かながわ
農業アカデミー
スポーツ・ゲーム
早起き　　　ラーメン

杜の家くりもと
ケアサービスワーカー

かとう りょう

加藤 諒（21）
まだまだ未熟な点も多く

日々勉強中です！前向きに
笑顔で頑張っていきます！

杜の家やしお
ケアサービスワーカー

あかおぎ　 なつみ

赤荻 菜摘（23）
茨城県
日本社会事業大学
ゲーム
肩揉み
秘所地やら喫茶店の写真

焦ってしまうと相手の方
にも伝わってしまうので、
落ち着いてケアにあたれる
よう心掛けて頑張ります！

杜の家やしお
ケアサービスワーカー

あさか　  ともこ

淺賀 友子（22）
静岡県
上智大学
おでかけ
大胆な旅行（？）
山のある風景

ケアしたりしてもらったり
しながら、充実した日々を
過ごしています。皆さんい
つもありがとうございます。

杜の家なりた
ケアサービスワーカー

  あべ　 りゅうせい

阿部 竜生（23）
山形県
仙台大学
ダーツ・ビリヤード
スポーツ
クレープ

仕事を仕事と捉えず、
楽しく、空気の良い生活
を入居者様と一緒に過ごし
ていきます！

杜の家くりもと
ケアサービスワーカー

あらい　     さとみ

荒井 沙音美（22）
栃木県
東北芸術工科大学
お笑い番組の鑑賞
実家までの下道ドライブ
ミスターイトウのサブレ

落ち着いた穏やかなケ
アができるように成長した
いです！レク等で楽しい時
間も創れるよう頑張ります！

杜の家くりもと
ケアサービスワーカー

いいだ　  まみ

飯田 真美（22）
千葉県
東京成徳大学
昼寝
少しだけ手話ができる
辛いラーメン

初めての介護で新しい
発見の毎日です！！まだま
だ勉強中ですが全力で頑
張っています！

杜の家なりた
ケアサービスワーカー

いしだ　 ゆうすけ

石田 佑典（23）
神奈川県
東海大学
美術館巡り
ポジティブシンキング
フィルムカメラ

心は濃厚接触！ケアを通
して自分と向き合ってます！
明るく元気に楽しみます！

栗源協働支援センター
農林業スタッフ

おおにし かずま

大西 一馬（23）
愛知県
酪農学園大学
テレビ鑑賞
農業
豚肉

四苦八苦しながら楽しく
農業しています。サツマイ
モの収穫始まります。みな
さんも一緒にどうですか。

杜の家やしお
ケアサービスワーカー

おくざわ　 みづき

奥沢 美調（23）
千葉県
駒澤大学
御朱印巡り
フルート
ジブリ

自分で考えて行動して
いきたいです！日々勉強し
ながら頑張ります！

杜の家なりた
ケアサービスワーカー

かたやま　   ゆかり

片山 侑香里（24）
東京都
早稲田大学
二度寝
たくさん食べる
ライブTシャツ

実は去年、介護の人材
紹介の仕事をしてました。
自分が介護をやりたくなっ
てしまいここにきました！！

杜の家やしお
ケアサービスワーカー

かさみずかみ　 ぎんが

笠水上 銀河（19）
埼玉県
越ヶ谷高校
ゲーム
ゲーム
紅茶

できないことをどんどん
できることに変えていきた
いです。

杜の家なりた
ケアサービスワーカー

かとう　   なな

加藤 那奈（23）
東京都
ルーテル学院大学
映画鑑賞、音楽鑑賞
ダンス
TravisJapan

バタバタな日々を送って
いますが笑顔と感謝を忘
れず頑張ります！よろしく
お願いします！

杜の家なりた
調理職

かわかみ　 たかね

川上 高嶺（30）
北海道
龍谷大学
筋トレ
パワーリフティング  
炭水化物全般

人生の先輩方から多く
の教えをいただき、人生
を豊かにしていただいてい
るような気がします。

杜の家やしお
保育士

せきね　 みさき

関根 実咲（23）
栃木県
埼玉県立大学
音楽鑑賞
アコースティックギター
焼肉

日々の子どもとのかか
わりのなかで保育の楽しさ
を感じています！試行錯誤
しながら頑張ります！

栗源協働支援センター
コロッケカフェスタッフ

たかはし もとき

高橋 幹（22）
東京都
拓殖大学
ハンモックで映画を見る
1日を有意義に使う
旅

まさかコロッケを作って
るとは思わなかった社会
人。まさかの連続が人生！
前向きに生きてます！

杜の家やしお
ケアサービスワーカー

ふくだ　   

福田 ひなの（18）
埼玉県
八潮南高校
カラオケ
袋詰め
天月-あまつき-

これからたくさん知識
や経験を得てどんどん成
長していきたいです！

杜の家くりもと
栄養士

やち　 あきひろ

矢地 明大（31）
石川県
金沢学院大学
サブカル
環境適応
FRED PERRY

人それぞれの価値観を
大切にしていきたいと思い
ます。よろしくお願いします。

出身地　　出身校　　趣味　　特技　　好きなもの　　ひとこと!



長崎大学病院と連携して
新型コロナウイルス感染症の研修を実施しました

青空と畑のなかで２年目職員研修
実践していく！熱い思いを共有

テーマに個人ワーク

を行い、そのあと全体

発表を行いました。

参加者からは「仲

間の意外な一面や新

たな自分を発見する

ことができた」「仕事

に対しての悩みや、同期がどんな目標を持って仕事を続けているのか

共有する場になった」というような声が聞かれました。

「ケアを考え“くらし”を良くし 福祉を変える」 という福祉楽団の

使命について、ファシリテーターとして参加した私自身も改めて考え

る機会となりました。研修の最後に参加者ひとりひとりが発表した

「明日からのアクション」が利用者の「“くらし”を良くする」実践に

つながっていくと確信がもてた研修となりました。
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2020年7月27日、千葉県香取市にある「ザ・ファーム」という

キャンプ場で、２年目の職員を対象としたチームビルディング研修を

行いました。参加者は16名で、研修の目的は、「お互いの近況を知

ること」「福祉楽団の理念を再確認すること」です。

研修会場は、成田空港から車で20分ほどの森林と畑に囲まれた場

所で、ふだんの職場とは違い開放的な気分になれたような気がします。

コロナ禍の中での研修で、参加者の距離がとれる場所を選びました。

当日は青空の下で研修はスタート。午前中は、「自分と他者を

知る」「福祉楽団らしさって何？」をテーマにグループワークを行い、

昼食に出てきた巨大

なホットドックに驚い

たりしながら、午後

は、「法人理念の再

確認」「自分自身の

アクションプラン」を

に自由にできる状況ではありませんが、入居者さんやご家族のご要

望と、その時の社会の感染状況をみて段階的に対応していく考えです。

心苦しい状況ではありますがご理解のほどお願いします。

感染症対策に不可欠な、使い捨てマスク、使い捨て手袋、アル

コールなどは、不安定ではありますが必要数の確保はできている状

況です。これからの季節、自然災害も想定されます。心配なことが

尽きませんが笑顔を忘れず取り組んでまいります。

新型コロナウイルス感染症の流行がはじまって約半年がたちました。

国内でまだ感染は収束しておらず、福祉施設においては標準的な感

染予防策を確実に実施していくことが継続して求められています。

福祉楽団では感染症対策について定期的に実施しており、7月に

は20を超える社会福祉法人と連携し、長崎大学病院の感染制御

教育センターの協力を得て、WEB研修を実施しています。この研

修では、アルコールによる手指消毒の重要性のほか、感染症の広が

りを早く察知するため、入居者や職員の発熱者の数をグラフにして

「見える化」する取り

組みが紹介されてい

ます。研修内容は

YouTubeで公開して

いますので、どうぞ

ご覧ください。

面会については、

現時点で従前のよう text : NAKASONE Kazuya

研修動画はYouTubeで見られます。QRコードからアクセスできます。


